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　鳴門市自治振興連合会では、今年もコミュニティ研修会を開催し
ます。鳴門教育大学というオンリーワンの地域資源を生かした講演
会です。
　先行き不透明な時代、学校と地域の連携はますます大切になっ
ています。学校と地域が共に考え、取り組むことにより、鳴門の未
来につながるヒントも見えてくるはずです。どなたでも参加できます。
共に学びましょう。

ＷｅＬｏｖｅなると
まちづくり活動応援掲示板を設置

コミュニティ研修会  
教育大学があるまち「なると」で地域の絆を考えよう！

　
１
９
１
８（
大
正
７
）年
６
月
１
日
、
板
東
俘
虜

収
容
所
で
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
に
よ
っ
て
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の「
第
九
」交
響
曲
が
ア
ジ
ア
で
初
め
て
全

曲
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳴
門
市
が
友
好
と
平
和
の
象
徴
で
あ
る「
第
九

の
ふ
る
さ
と
」で
あ
る
こ
と
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
は
、
市
と
地
域
の
共
通
課
題
で
す
。

　
市
で
は
、
１
９
８
２
年（
昭
和
₅₇
年
）か
ら
毎

年「
第
九
」演
奏
会
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
６
月

２
日
の
開
催
で
₃₂
回
目
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
、

市
民
合
唱
団
と
し
て
出
演
し
て
い
る『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
鳴
門「
第
九
」を
歌
う
会
』に
委
託
し
、
市
と
協

働
に
よ
る
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
会
の
持
つ

専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
準
備
か
ら
運
営
ま
で

を
共
に
企
画
し
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
て
実
施
す
る
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
ソ
リ
ス
ト（
独
唱
者
）の
全
国
公
募
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
、
全
国
各
地
か
ら
、
さ
ら
に
海
外
か
ら
も
合

唱
団
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
迫
力
あ
る
演
奏
と
歌
声
で
、

毎
年
会
場
は
大
き
な
感
動
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。

〜
板
東
俘
虜
収
容
所

か
ら
始
ま
っ
た
友
好

の
歴
史
を「
第
九
」の

調
べ
に
乗
せ
て
歌
い

続
け
、
未
来
の
歌
い

手
と
な
る
子
ど
も
た

ち
へ
〜

　
市
民
の
皆
さ
ん
の

思
い
と
と
も
に
、「
鳴
門
の
第
九
」は
後
世
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で「
鳴
門
の
第
九
」の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
よ
う

　
５
年
後
の
２
０
１
８
年
、「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演

か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、『
鳴
門

「
第
九
」を
歌
う
会
』を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演
の
地
を
鳴

門
の
魅
力
と
し
て
全
国
、
そ
し
て
海
外
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　「
誰
も
が
住
み
た
い
、
訪
れ
た
い
と
思
え
る
鳴

門
づ
く
り
」を
一
緒
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

協
働
の
事
例
⑱

「
鳴
門
の
第
九
」に
平
和
と
友
好
の
願
い
を
込
め
て

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン「
第
九
」交
響
曲
演
奏
会
開
催
事
業 　市

で
は
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
協
働
の
取
り
組
み

を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

【問】 市役所市民協働推進課
☎ 684・1200  FAX   684・1336
E-mail shiminkyodo@city.naruto.lg.jp

自治基本条例とは、市民が主役のまちづくりを実現す
るために、市民や行政、議会の役割など、まちづくりの
ルールを定めた条例です。（平成₂₃年₁₁月1日施行）

み
ん
な
で
知
ろ
う
！

　『
鳴
門
市
自
治
基
本
条
例
』

【と　き】 ６月₂₀日（木）
　　　　 午後２時₃₀分から４時まで

【ところ】 市役所共済会館
　　　　 ３階 大会議室

【演　題】 『地域の絆を考える
～学校と地域の連携の在り方～』

【講　師】 鳴門教育大学大学院教授
　　　　 阪根　健二  氏
※申込不要、受講無料、手話通訳あり

　鳴門のまちをより良くしようと、環境・
福祉・安全など、さまざまな分野で活動す
る団体の情報発信をサポートするため、市
役所本庁舎２階に情報掲示板を設置しまし
た。
　会員の募集やイベントの参加者募集チラ
シを掲示するなど、団体のＰＲにご活用く
ださい。
※掲示を希望する方は、市民協働推進課
　にご相談ください。
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連載


